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出し平ダムの目標排砂量について（変更） 

 
 標記につきましては、今般、出し平ダムにおいて堆積土砂量を測量した結果、次のとお

り平成１９年度の目標排砂量を変更することとしましたので、ご報告いたします。 
 
１．平成１９年度目標排砂量(変更後) 

 目 標 排 砂 量 
（変更後） 

H19 年 5 月～H19 年 6 月

までの堆積土砂量 当初の目標排砂量 

出し平ダム 約６万 m3 約６万 m3 約０．２万 m3 

出し平ダムでは、連携排砂実施期間前の５月２５日から２６日の出水により、流入

量が３９８m3/s に達したことから、土砂の流入も相当量あるものと推測し、これまで

堆積土砂量の測量を実施してまいりました。 
この結果、５月上旬に行なった測量以降、新たに土砂が堆積していることが判明し

たため、これに当初目標排砂量約０．２万 m3を含めて、平成１９年度の目標排砂量を

約６万 m3に変更することとしました。 
 
２．出し平ダム排砂時の自然流下時間 
   目標排砂量の変更により、当初計画における自然流下時間(１２時間以内)に変更はあ

りませんが、出水規模によっては、自然流下の状態に至らない場合があるとしており

ました点について、前記１の結果を踏まえ、再度、出し平ダムの自然流下時間をシミ

ュレーションした結果、小規模な出水においても、自然流下の状態にすることが必要

となりました。 
 
                                    以 上 
 
（添付資料） 

・ 平成１９年度連携排砂前の出し平ダム堆砂形状（平成 19 年 6 月） 
・ 平成１９年度出し平ダム排砂予測(自然流下を継続した場合の排砂量･時間) 
・ 平成１９年度出し平ダム目標排砂量と過去の実績排砂量の比較 
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平成１９年度連携排砂前の出し平ダム堆砂形状（平成19年6月）

№１８測線№６測線№１測線

H19.5河床高
（排砂前）

H18.8河床高
（通砂後）

№１測線横断図
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250m3/s～300m3/sモデル

300m3/s～480m3/sモデル

480m3/s～1000m3/sモデル

884m3/s(S60.7)

1000m3/s以上モデル

1555m3/s(H7.7)

2615m3/s(S44.8)

排
砂
量

(103m3) 平成１９年度　出し平ダム排砂予測（自然流下を継続した場合の排砂量・時間）

●河床条件
　　平成19年6月実測河床
●検討モデル
　　実測波形及びモデル波形

自然流下経過時間 hr.

目標排砂量6万m3

目標排砂量６万m3を排出できる時間

■250～300m3/sモデル  ：１hr

■300～480m3/sモデル  ：２hr

■480～1000m3/sモデル：３hr



平成１９年度出し平ダム目標排砂量と過去の実績排砂量の比較

排砂の位置付 年 排　砂　量

初回排砂 平成３年 46万m3

試験排砂 平成６年 8万m3

試験的排砂 平成７年７月 2万m3

平成７年１０月 172万m3

平成８年 80万m3

平成９年 46万m3

平成１０年 34万m3

平成１１年 70万m3

平成１２年 －

連携排砂 平成１３年 59万m3

連携排砂 平成１４年 6万m3

連携排砂 平成１５年 9万m3

連携排砂・通砂 平成１６年 28万m3

連携排砂・通砂 平成１７年 51万m3

連携排砂 24万m3

連携通砂 16万m3

（河床変動量）

連携排砂 平成19年 6万m3

（平成19年6月測量結果）
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